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en thesisの骨化を主とする病変であって enthesopathyのーっと考えられる． 乙れまで Stoerk
(1954）以来，ヒト関節炎のモデルとしてのラットアジ斗バンド関節炎については数多くの詳細な報
告がなされてきたのに比べ，ラットアジュバンド脊椎炎については， Pearsonら（1963）によるもの
の他にはそれほど多くはない．すなわち，小瀬（1978）によると enthesis部あるいは enthesope-
ridiscal部に病変の好発部位があり，乙の炎症性病変に続発して enthesis部骨膜下に骨芽細胞の
増殖が起り，乙の部lと骨新生が起るとされ， Ca代謝でも sulphate代謝でも特にこの部にとり乙
みの冗進が証明され，生物学的活性の著しい乙とが認められている．また七川ら（1979）は RA患
者の剖検例により，乙の enthesoperidiscal部の血管増生，結合組織の増殖，細胞浸潤などの所見
を，また急速な頚椎々体の圧潰を生じた60才の女性の前方固定術に際し， との部の肉芽組織形成，
細胞浸潤などの非特異的炎症所見を明らかにしている． 乙のような enthesis部では靭帯のコラー
ゲン線維がより綴密となり骨膜の Sharpey線維と複雑に絡みあい移行しあって骨膜下骨質内に入
りこんでいるが，このような特殊な構造を有し病変の好発部位である ζとと，近年注目を集めてい
る生体材料あるいは生体医用材料でも，靭帯又は擁の附着部が尚未解決である乙とを考え合わせる
と極めて興味深いものがある．
なお，本症例では骨性アjレカリフォスターゼ値ならびに尿中 Ca値の上昇がみられ，甲状腺機能
元進と関連し示唆に富む所見と恩われる．乙れまでの報告例の中にも Basedow氏病を合併した 1
例があり，甲状腺機能疋進が乙の病態を顕性化している可能性は充分に考えられる．
ともあれ，乙れまで単に掌瞭膿庖症と鎖骨々髄炎の合併と考えられていた本症が，広義の新しい
リウ 7 チ性疾患としてとらえられ，本態解明lζ一歩近づいたことだけはたしかであり，非ステロイ
ド性抗炎症剤による一時的な症状寛解を得るだけでなく，更に積極的な治療法の確立が望まれるの
である．
